
１　施設名等

２　指定管理者及び市の所管課名

３　施設概要

４　指定管理者が行う業務等
～

５　施設の利用状況　
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和２年度 25,098 18,230 26,165 28,813 34,480 32,630 29,585 28,603 28,253 20,371 24,702 26,153

利用料金制を採用している場合は記入のこと。（令和2年度から税別表記）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和２年度 9,547 7,305 10,407 11,153 12,300 13,558 12,681 12,927 17,547 8,769 10,873 6,972

６　サービスの質の向上に向けた取り組み・利用者の反響等

合計

利用料金収入
（千円） 134,039

令和２年度
HPでの情報提供を中心に実施するとともに、レストラン周辺でのフリーWi-Fi環境を整備し、来店者か
らの情報発信を可能にいたしました。

施設の管理体制

常勤

合計

利用者数（人） 323,083

管理運営委託料 令和２年度 0円

指定管理者
が行う業務

(1)　加工施設の使用の許可に関する業務
(2)　加工施設の維持管理に関する業務
(3)　上記３　施設概要　施設内容に記載する事業に関すること。
(4)　その他加工施設の管理及び運営に関し市長が必要と認める業務

利用料金等 試食室兼学習室　9：30～12：00　2,000円、13：00～17：00　3,000円、9：30～17：00　4,500円

開館日・開館日時

次に掲げる日を除く。
(1)　火曜日。ただし、国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日である場合は、その翌日以
後の最初の休日でない日（※現状、無休で開館している。）
(2)　1月１日から翌年1月４日までの日

指定期間 平成28年4月1日 令和3年3月31日

設置年月日 平成12年11月1日

設置目的

　稲作を基幹とした農業の持続的な発展と水田農業活性化対策との整合性を図る中で、適地適作を基
本に集落ぐるみによる集団転作等を推進し、農業生産技術の向上と転作の定着化を促進し、農業の担
い手の育成・確保を図るとともに、転作作物を利用した加工品の製造・販売及び野菜の直売を行うこと
により、農業後継者等の育成と雇用機会の増加を図り、地域の特性を活かした魅力ある農業の振興を
図る。

施設内容

(1)　農産物の加工
(2)　農産物及び加工品の販売
(3)　農業生産技術等の各種学習会の開催
(4)　農産物の加工体験講座の開催

指定管理者名 アグリの郷栗東　株式会社
市所管課名 産業経済部　農林課

電話番号 ０７７－５５１－０１２4

指定管理施設実態調査　調査票（１）

施　設　名 道の駅アグリの郷栗東
住　所 栗東市出庭961番地の1
電　話 077-554-7621

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.agurinosato.com/

http://www.agurinosato.com/#


７　施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取り組みに関する確認・検証

８　職員研修
（１）基本協定での位置付け

（基本協定書に明記）
（基本協定書に明記）

組織内組織外

（３）人権・同和問題等研修に関する確認・検証

指定管理者
の自己検証

新型コロナウィルス感染症拡大のため外部研修は中止だったが、従業員等への周知・啓発は行っている。また、ハラスメント
防止規定を定め、従業員へ周知を行った。

市の施設所
管課の確認・
検証意見

新型コロナウィルス感染症拡大を防止する観点から、集合研修等の中止はやむを得ないが、今後は、
代替方法による研修の継続を指導するとともに、管理協定書に基づく研修の実施を指導しいくことと
する。

道の駅アグリの郷栗
東

従業員・役
員 10

「ハラスメントのない職場について」

〇 0.5時間

３月　日
人権啓発
担当者・人
権採用担
当者

「企業訪問」　新型コロナウィルス感染症拡大のため中止

〇 道の駅アグリの郷栗
東 1時間

11月24日

所要時間

７月　日
人権啓発
担当者・人
権採用担
当者

「企業訪問」　　新型コロナウィルス感染症拡大のため中止

〇 道の駅アグリの郷栗
東 1時間

実施年月日 対象者
参加
人数

研修内容（研修会名、講師の所属・氏名、ビデオ・
映画名等、社外研修の場合は実施主体）

実施区分
実施場所

研修実施の基本協定書へ
の明文化の有無

人権同和問題 有　　無
従業員研修 有　　無

（２）人権・同和問題等研修の取り組み状況

指定管理者
の自己検証

新型コロナウィルス感染症の影響により利用者数が減少したが、影響を最小限に抑えつつ営業努力により、売上、収益とも
に増加させ健全な経営と、効率的な管理・運営となっています。

市の施設所
管課の確認・
検証意見

令和2年度でのコロナ禍の影響があるなか、往来自粛等にともなう利用者数減少はやむを得ない結果であり、しかしながら経
費削減等による営業努力により対前年増収となるなど、施設の健全な経営と効率的な管理・運営となっている。

仕様等に対する実績（調査票（２）より平均値) ５　　　　　　　④　　　　　　　３　　　　　　　２　　　　　　　１



頁 ／　頁

施設（サービス）名
所属名

5 4 3 2 1

1 基本協定 ○

2 基本協定 ○

3 基本協定 ○

4 基本協定 ○

5 基本協定 ○

6 基本協定 ○

7 基本協定 ○

8 基本協定 ○

9 基本協定 ○

10 基本協定 ○

11 基本協定 ○

12 基本協定 ○

13 基本協定 ○

14 基本協定 ○

15 基本協定 ○

16

17

18

19

20

0 15 0 0 0

※　項目が足りない場合は、２枚目に記入のこと。 ５：基準を大きく上回ってできている。
４：できている。
３：一部できていない。
２：半分程度しかできていない。
１：全くできていない。

合　　計（○の数を記入すること）

※　評価が３、２、１の各項目については、改善策を調査
票（３）に記入すること。

研修計画等に基づく職員研修の実施
施設の環境マネジメントシステムの運用における必要な記録

「道の駅」の運営

備品類の管理・調達

保安警備

事業計画書及び収支予算書の作成

業務報告書の作成

事業報告書（収支決算書含む）の作成

施設の法定点検、施設点検報告

施設の受付、案内

施設の利用の許可（取り消しを含む）

施設の利用料の徴収

施設の利用に伴う備品類の貸出し

施設及び設備の保守点検

施設の清掃、敷地内の清掃

指定管理施設実態調査　調査票（２）

道の駅アグリの郷栗東

産業経済部　農林課

指定管理仕様等各項目に対するチェックリスト

番号 項　　　目
各項目の記
載箇所

評　　　価（いずれかに○をすること）


